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私は１０年近くの間、CFA ボードにおいて、みな様にお仕えすること

に大きな喜びを感じて参りました。私は CFA の法律委員会のメンバー

であり、責任者です。私はウインのボードメンバーでありウイン・フェライ

ン基金のセクレタリーです。 

 

 私は自営の弁護士で（しかし、ともかく良い人間です）、ここ 28 年間、法律に従事して参りました。私

は 1981 年、郡の動物管理部門を監視するための市民アドバイザーに任命され、猫に関する法律の

問題に関与するようになりました。1990 年頃からブリーダーの友人たちとキャットショーに行き始め、

猫愛好家の“家族的”な雰囲気が好きになりました。私はハウスホールドペットをショーに出すように

なり、ショーに魅せられるようになりました。1992 年から、CFA のキャッテリーを持ち、メインクーンをシ

ョーに出し、沢山のリジョナルウイナーを作ってきました。私は CFA クラブや、ショー開催、そしてもち

ろんのことですが、繁殖や出陳するといったことに、積極的に活動しています。CFA ボードミーティン

グに出席し典型的なブリーダーや出陳者の立場で発言し、”小さな一個人”のために意見を述べよう

と努めてきました。 

 

＊私たちは行き過ぎた動物権利活動を止めなければなりません。私は 27 年近く国、州、地域レベル

での、動物に関する法律問題に携わってきました。皆様を代表して、これからも私は動物権利の立

法化のためにしっかりと戦い続けるつもりです。 

 

＊CFA はセントラルオフィスの運営を近代化して、能率向上と経費の節減を図らねばなりません。し

かし、このことは、必要なサービスを削減することではなく CFA の運営を向上するための経費削減で

なければならないのです。もはや、1970 年代のテクノロジーを用いた世界では立ちゆかなくなってい

るのです。インターネットを基にした運営へと移行し、21 世紀の情報文化にのっとって行かなければ

なりません。節約しながらも、必要なプログラムを保持するために、運営の分散化について、考慮しな

ければなりません。 

 

＊CFA は北アメリカ、日本、そしてインターナショナルディビジョンのメンバーの声に、敏感にならな

ければなりません。CFA ボードの活動は、もっと見通しがよくなければならず、ボードはその活動と、

その活動の失敗の両方について、説明しなければなりません。このことは、有権者の皆様との良いコ

ミュニケーションを通してのみ、実現されうるのであり、だからこそ私たちはみな一緒になって活動出

来るのです。 

 

＊私たちはサービスをオンライン化しアクセスをもっと容易にし、”ユーザーフレンドリー”にする必要

があります。しかし、よい顧客へのサービスは、全ての人にとって同じではないということも認識すべき

です。オンラインでのアクセスに加えて、アルマナックの代替/補足の手段として私たちには印刷物も

必要です。私たちはサービスを市場に適合させてゆかなければならないのであって、その逆ではな

いのです。 

 

＊CFAは新しいメンバーを増やすべく努めなくてはなりません。アジリティー、ジュニアショーマンシッ

プ、ベテランクラス、ハウスホールドペット、メンターおよびアンバサダープログラムは CFA にとって必

須です。私たちは新しい人々に門戸を広げ、一方で、CFA メンバーを保持して行かなくてはなりませ

ん。私はハウスホールドペットを出陳することからはじめたので、CFA へのドアはたくさんあることを知



っています。インターナショナルディビジョンのこれからの成長は、CFA の未開の国、地域にどうやっ

て CFA を浸透させていくかにあります。私たちが国際的にも CFA を成長させてきたのと同様に、新し

いアイデアを取り入れ、新しいメンバーを開発していかなければいけません。 

 

＊私たちは自分たちがどうして CFA メンバーになったかを自問してもらう必要があります。新しい愛

猫家を連れてくるだけでは十分ではありません。私たちはすでに CFA ファミリーに参加しているひと

びとを保持するために、もっとフレンドリーで助け合えるように、文化を変える必要があります。私たち

はよいスポーツマンシップをなによりのものとし、勝つことでがすべてではないということを他のひとび

とに示さなくてはなりません。 

 

＊私たちはブリードの表彰と地域表彰プログラムにもっと注意を払わなくてはなりません。ナショナル

アワードを獲得した人はもちろん素晴らしいと思いますが、CFA のショーに出陳した何千人もの人た

ちもすばらしいとおもいます。 中にはやっとのことでグランドの猫をつくった人たちもいます。 CFA

にとってはすべての愛猫家が重要であり大切なのです。 

 

＊一般の人たちの考えや心の中に CFA ブランドを浸透させなければなりません。私たちは CFA を

一般的な名称として浸透させ、スポンサーを呼び込み、共同パートナーシップを呼び込み、収入源

を多様にする必要があります。 

＊CFA はブリードの純粋さを保ちながらも新しいブリードとカラーを受け入れることにオープンである

べきでしょう。私たちは新しいものを取り入れる場合にあっても、歴史と財産を維持していく必要があ

ります。 

 

これらは私のゴールのひとつであり、CFA が前進できるアイデアです。貴方のお考えをお聞かせ下
さい。私は静かではありますが、耳を傾ける人間であることも知っていてください。ご質問、もしくは連
絡事項がある場合は私にメールしてください。geigenhauser@allmail.net みなさんの支持に感謝しま
す． 


